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１ 春の作業（土作り、種まき、田植え等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 夏の作業（除草、夏野菜の収穫等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実りの秋（稲刈り、棒かけ、脱穀、収穫祭、しめ縄づくり等） 

 

  

 

 

 

 

 

 マスクの着用や作業前後の手洗い・消毒の徹底等の対策をすることにより、春の作業から支援

員さんとともに行うことができました。特に 2年ぶりの田植えではみんなの笑顔があふれました。 

 コロナウイルス感染症対策が続く中、変化と潤いのある教育の実現のため、感染症対策を徹底しな

がら農業科支援員さんとともに農業科の学習を実施してきました。児童数・ＰＴＡ会員数の減少に伴

い、児童の保護者や祖父母ではない方も支援員に加わっていただき、市の共通実践のひとつである

「地域とともにある学校」の一翼を担う活動として農業科の学習が定着しています。 

今年度も農業科の学習を通して、食や人への感謝の気持ちや、友だちと協力することの大切さ、やり

遂げる喜び等を学ぶことができました。 

 昨年は支援員さん任せになって

いた除草作業も今年は一緒に行

いました。夏休み中に収穫を迎え

る野菜については、収穫日をオン

ラインで通知し、時機を逃さずに

収穫することができました。 

 稲刈りから乾燥、脱穀までの作

業を昔ながらの方法で体験しま

した。収穫した米や野菜は、収穫

感謝祭で感謝しながらいただき

ました。 

また、稲わらを使って、しめ縄

づくりも行いました。今年も一連

の作業を全学年で行い、作業の

手順を知っている上級生が下級

生に教える姿も見られました。 

年間を通して支援員さんとと

もに活動することで、一層絆が

強くなりました！ 



 


